
､

軸

∴

播

論

叢

弟
三

十

オ
春

希
四

蓼

交
.

通
■

諭

3 鮎

､
ム

+

橋
交
通
畢
ほ

､

そ

し
て

叉

日

本
の

交
通

畢
は

､

故
閲

一

博
士

(

-

∞

記
1
-

¢

訟
)

止

よ
っ

て

本

格
的
に

輸
入
せ

ら

れ
､

.
そ

の

基
礎
が

築
か

れ
た

と
い

っ

て

よ
い

で

あ

ら

う
｡

こ

の

開
交
通

畢
の

内

容
と

性
格
を
か

え

り

み
､

そ

れ

が
一

橋
拳
固
で

如
何
に

う

け
つ

が

れ

蟄

展
せ

し

め

ら
れ

た

か
､

を
一
明

ら
か

に

す
る

こ

と
に

よ
っ

て
､

輿
え

ら

れ

た

課
題
の

大

牢
を

果
す
こ

と

が

で

き

る

と

考

ネ
る
+

夢
-

郵

交
通
単
著
と

し
て

の

闊
一

博
士

一

閲
博
士
の

東
京
高
商

密

磯
期
間
は

､

明

治
三

十

告
-

琶
)

十
一

月

よ
り

大
正

三

年
(

-

…
)

六

月
ま

で
､

そ

の

腎
明

治
三

十
一

年

(

-

00

運
六

月
か

ら
三

十
四

年
(

-

苫
-
)

十
一

月

ま

で

外
遊
し

て

い

る
｡

.
こ

の

講
壇
生

活

中
に

お

け
る

著
作
活

動
に

現

れ

た

交
通
研

究

富

永
■

祐

治

は
､

少

く
と

も
一

般
に

向
っ

て

姦
刊
せ

ら

れ

準
モ

ノ
■
グ

ラ

フ

と
し

て

は
､

む

し

ろ

大
計

く
な

い

(

潰
稿
集
『

都

市

政

策
の

理

論
と

賛
際
』

昭

和

十
一

年
､

肝
銀

｢

関
】

著
作

日

銀
+

に

ょ

る
)

｡

商

業
経

済
大

意

明

治

三

十
一

年

最
近

商

政

経

轡
論
(

削
グ

叫

和
㌢

ン

那
ノ

鮪
)

同

三

十

五

ヰ

商

業
脛

痺
政

策

コ

ル

ソ

ン

氏

萱
温

故

策
(

細
蹄

鮎
韻

)

商

業
産
碑
綱
領

繊
道
議
義
要
領

､

商

菜
簿
記

例

題
(

鹿

野

清
爽
郎
卦

著
)

商
工

政

策
綱
領

労
働
者
保
護
港

論
(

最
近

経
済
問

題
第
五

巷
)

同

三

十

六

年

同

三

十

六

年

同

三

十

七

年

同

三

十

八

年

同

三

十

九

年

間

四

†

二

年

同
四

十
三

年

エ

業
政

策

上

下

周

由
十
周

年
､

大
正

五

年



右
の

外
に

交
通
蘭
係
の

特
殊
な

刊
行

物

と

し
て

､

鋳
造
貨
物

特
別

賃
率
に

関
す
る

調
査

(

ま
)

鋳
造

賃
率
論

明

治
四

十

三

年

大

正
三

年

鋳
造
と

財
政
に

裁
て

(

註
)

■
雑
誌

｢

経
済
世

界
+

な
か

ろ

う

か
｡

刊
行

年
不

明

連

載
の

鎗

文

を

臥
め

た
■
軒
の

で

大
正

四 】現 四 四
三 二 元 十 十 十 十

四 ≡三■ニ ー

年 年 年 年 年 年 年

ク
ノ

ク ク 〝 ク

五 九
一 大 一 入 九

ク ク 〝 ク 〟 ク 〝

ノ

な

お
､

博
士

生

面
の

談
に

よ
れ
ぼ

､

阿
部
萬
年

講
述

交
通
政

策
∵

∴

和
行

年
不

明

は

中
央
大

単
に

お

け

る

博
士
の

講
義
の

筆
記

要
領
を

阿
部
氏
が

層

理

し
た

も
の

で

あ

る

(

中

央
大

畢
凌
行
)

｡

ま
た

雑
誌
論

文

-
こ

れ

以

外
に

新

書
及

び

論

寒
へ

執
筆
し
た

も
の

が

多
数
あ

る

一
に

つ

い

て

み

る

と
､

研

究
生

括
の

初

期
に

は

交
通
問
題
へ

の

関
心
が

比

較
的
大

き

な

地

位
を

占

め
て

お

り
､

そ

れ

が

次
第
に

低
下

し
､

そ

の

他
の

問
題

､

特
に

融

合
政

策
的

論

(

註
)

議
が

多

く
な
っ

て

い

る
｡

18

(

鍵
)

明
治
三

十

五

年

三

十

六

年

三

十

八

年

一

二

十

九

年

四

十

年

梵

】

通
∵

静
.■

執

筆
ク･ 〝

■
〝 ク

静

文

教

′, つ

ち ●

〝
交

通

開
■

係

ク ク 〝

五ノ四 ･ 一 一
･

一

呼

そ

し
て

講
壇
を

去
っ

て

か

ら

績
け

ら

れ

た

著
作
活

動
も

､

首
然

そ

の

職

務

(

大

阪
市
助

役

及
び

市

長
)

に

関
係
の

あ

る

問
題
に

集

中
せ

ら

れ
､

交
通
は

そ

れ

と
.
の

関
連
低

お

い

て

鰯
れ

ら

れ

る

に

と

ど

ま
㌧

た
｡

こ

開
博
士
が

そ

の

畢
生

生

活
を

お

く
り

､

つ

づ

い

七
母

校
に

数

枚

を

と

る

よ

う
に

な
っ

た

頃
の

日

本
は

､

そ

の

資
本
主

義
的

凌
展
史

上

に

お

け
る

一

劃
期
に

嘗
っ

て

い

た
｡

明

渦
一

一

十

六

年
下

年
期
か

ら

始
ま
っ

た

急
激
な

景
気
上

昇

-
そ
の

投

資

熱
の

中
心

を

な

し

た

も
の

ほ

日

本

最
初
の

鋳
造
マ

ニ

ア

で

あ

り
､

そ

の

法

的
地

拘
ら

し

は

す
で

に
一

一

十
五

年
の

鋳
造
敷
設
津
に

よ
っ

て

行

わ

れ

て

い

た

-
ト

に

つ

づ
､
い

て
､

二

十
七

八

年
戟
季
の

結
果
た

る

茎
潜
領
有
と

3 ∂∂
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一

群

獲
い

｡

今
日

に

お
.
い

て

も

十

分
に

存
奄
債
債
を

も
つ

主

要
な

交
通

▼

拳
儲

著
の

大

牢
が

す
で

に

公

け

に

さ

れ

て

い

た

昔

時
の

欧

米
畢
界

と

殆

ど

無
線
セ

ぁ
っ

た

よ

う
･
に

思

わ

れ

る
?

そ

こ

に
■＼

菜
を

造
り

､

欧
米
の

交
通
思

潮
と

制
度
(

と

く
に

鋳
造
運

賃
制
慶
)

む

導
き

入

れ
､

極

め
て

幼
稚
で

あ
っ

■
た

日

本
の

交
通
畢

界

1
そ

の

よ

う

な

も
の

が

あ
っ

た

と

考
え

て
.い
い

か

ど

う
か

を

え

疑
問
で

あ

る

が

1

卜
の

水

準
を

高
め

る

先
駆
者
胡

任

務

を

果
し

た

の

が

開
博
士

で

あ

る
｡

三

鋳
造
畿
達
の

初

期
に

各
困
で

公

刊
せ

ら
れ

た
ー

啓
蒙
的

､

宜

侍

)l

的
乃
至

ほ

技
術
的

冊

子
は

無

数
に

あ

る

が
､

鋳
道
の

母

国
イ

ギ
リ

･ス
に

お

け
る

最
初
の

科
畢
的
な

鋳
造
論
ほ

ラ

ー

ド

ナ

ー

の

そ

れ

だ

)2

と
い

わ

れ

る
｡

-
P

P

㌢

旨
e
り

.

声

邑
弓
P

増

野
○

ゴ

○

日
y
-

ど
ヲ

甘
β

訂

芦
こ

の

園
で

こ

れ

に

つ

づ

く
古
典
的

な

概
説
書
は

､

ず

っ

と

後
の

ア

ッ

ク

ワ

+

ス

の

そ

れ

で

あ

ろ

う
､

-
W
･

声
A
?

●

一

考
○

き
訂

-

→

訂

望
0

日
e

n
t
払

O
仙

界

邑
w

首

哲
O

n
O

ヨ
¥

○

已
O

a

-

¢
山

戸
(

1
)

■■
例

･

見

ば
､

イ
ギ

リ

ス

に

つ
､

い

て

は

+
.

戸

冒
C

邑
邑

-

∵
つ

訂

.

交

通

稔
+

｢
i

訂
1

巳
仁
【

e

O
巾

勺
○
-

E
の

已

田

8
日
0

日
y

H

ら
口

中
ロ

ロ

ー

望
♪

C
F
p

官
.

メ

声
○

邑
∽

.

C
P
ロ

巴
夕

河

邑
司
p

笥
､

e
t

P

か

ら

摘
記
で

き

る

し
､

ド

イ

ツ

に

つ

い

て

は
､

戸

戸

戸

田
0

崩
g
〉

ロ
監

く
e

詩
e

F

岩
璃
e

符
日

一

′

-
一

A

邑
.

←
e
i

p

忠
明
-

笠
今

春

尾
の

丈

蘇
に

そ

の

若

干
が

み

ら

れ
る
｡

な
お

ア

ッ

ク

ワ

ー

ス

は
(

河

邑
司
p
叫

田

富
ロ
○

邑
c
∽

〉

田
c

O

ロ
○

邑
q

甘
▲

ロ
り

ロ

巴
∵
く
○
】

.

Ⅰ

Ⅰ
}

-

00

り

N
-

p
.

山

¢

N

)

H
-

A
.

句

巴

旨
巴
n

}

→
F
e

吋

?

-

琵
n

巴

胡

8
日
0

2
叫

0
叫

声
2 .

】

岩
p

倉
-

P
O

ロ
(

冒
P
-

巴
小

に

注

意
を

促

し

て

い

る

が
､

ザ
ァ

ク

ス

に

ょ

る

と
､

(

声
∽
P

如
-

■
望
の

く
e

旨
e

F

誌
m
T

什

邑
e
什

p

-
●

A
亡

P

≦
1

i

e

ロ

ー

笥
∞

}

S
.

〇

科

挙
的

な

著
作
で

は

な

い

と
｡

▼

(

2
)

O
f

･

A
･

巳
p

頂
F

阜
Ⅰ

監
.
已
汀
叫

P
ロ

n

ゴ
邑
e

一

山
.

2

P

F
?
ロ

臣
U

ロ

ー

や

N

O

も
･

全
戸

な
お

前

掲
ア

ッ

ク

ワ

ー

ス

の

静

文
は

､

ラ

ー
.
ド

ナ

ー

と

並
べ

て

】
●

呂
○
】

已
旨
臼

}

→

訂
一

世

き
ー

e

ロ
〔

e

O
巾

E
日

巴
i

s

F

河
巴
丁

司
p

叫

声
e

粥
i

巴

監
i

O

ロ

○

日

→

岩
n
b

p

ロ
包

H

ロ

P

日

算
【

y

-

望
00

を

あ

げ
て

い

る
｡

.

､

イ

ギ

リ

ス

以

外
で

ほ
､

ド

イ

ツ

の

㌢

ス

十
の

先

駆

的

緒

論
策
及

び

ク
エ

ー

ス

に

よ

る

古
典
的
な

鋳
造
及
び

電
信
の

包
括

的
な

祀

禽

畢
的

分
析
を

除

く
と

､

わ

た

し

た

ち
に

と
っ

て

今
な

お

利
用

債

値

を

も
つ

も
の

は
､

む

し

ろ

鰹
系

周

な
一

般
交
通
論

と
し

て

蟄
展
し

た

与
γ

に

み

え

る
｡

そ

し
て

闊
博
士
が

辟
執
後
ま

ず
そ

の

解
介
を

試
み

た

の

も
､

こ

の

種
の

一

冊
で

あ

る

コ

ル

ソ

ン

で

あ
っ

卑
の

で

あ

る
｡

1
C
･

C
ひ

訂
○

日
-

吋

旨
β
ロ

ゼ
じ

誌
O
t

→

告
i

訂
}

吋
p

已
払

-

篭
N

”

β8 7



】

橋
■
詭

叢

弟
三

十

田

巻

第
四

親

潮

N
･

牢
-

率
い

･

芦
-

芦
(

夢
二

扇

島
詮
出

版
の

年
に

出

た

た

め

利
用
で

き

ず
､

第
二

版
を

用
い

た

と

断

り

が

か

か

れ

て

い

＼

る
｡

な

お

コ

ル

ソ

ン

に

は
そ

の

外
に

C
O

弓
∽

(

旨
q

j
岩

邑
0

軍

【
山

江
β

亡

b
-

か
･

｢

才
蒜
†

P
e

→
ゴ
P

≦
P

白
粥

七
戸

g
i

〔

∽

①

二
e
∽

t

H
p

臼
∽

匂
〇

･

･

生
訂
小

竹
p

旦
∽

-

苫
り

が

あ

る
｡

)

■

闊
博
士
の

外

遊
の

頃
ま
で

に

出
て

い

た

主

要
な

交
通
単
文
献
と

し
て

ほ
､

コ

ル

ソ

ン

や
リ

ス

ー
､

ク
エ

ー

ス

を

除
い

て
､

左
の

よ

･
■

､

ケ

な

も
の

が

あ
っ

た
ノ

(

刊

行
年
次
順
に

示

す
)

｡

申

∽
p

朋
-

ロ
訂

く
e
サ

打
の

F

詔
ヨ

i

t
t

e
-

-

ゴ

く
○
-

打
苧
β
ゴ
a

哲
P

賢
∽

弓
小

話
胃
F

巴
川

t
ロ

}

W
訂
臼

】

∞

Y
00

ー
p

A
.

U
O

句
○

く
i

-
-

e
)

P
P

→

旨
づ

亀
○

→

2
邑

-

○

ゴ

〔

訂
∽

呂
○

て

′
e

ゴ
ひ

計
･
→

昌

宏
づ
○

ユ

e
t

旨

C
O

n

臥
q

岳
芳
e

打
0

0

日
○

邑
｢

.
q

声
2

Ⅷ

毘

野
口

○
か

巴
e
の

､

吋

胃
-

ひ

ー

00

筈
･

弓
一

声
○

岩
F
O

→
}

宅
巳

i

O

n

巴
ひ

打
○

ゴ
○

日
i

紆

d

思

持
P

ロ
n

b
-

∽

≠
ゴ
ー

の
e

弓
0
り

♂
P

巴
詮
溜

-

∽
什

仁
什

丘
叩

P

ユ
ー

∞

∞
】

･

吋
-

〔

p
→

P

→
り

已
t

か

包
e
払

C
F
①
}

ロ
ー

n
s

d

①

句
①
H
一

E
0

0

n

?

′

.2
訂

噂
U
-

琵
β

占
♪

凸

0

2
2
e
り

岳
､

P
-

巴
岩
0
払

〉

p

d

2
i

2 .

∽

汀
甲

t

6
.

ロ
､

▲
賢
O

芦

田
t

声
d

e
払

g
ヨ
づ
P

ユ
e
∽

望
ぃ

り

ー

2
の

0

訂
日

i

ゴ
∽

血

b

f

O
り

か
t

旨
日
g
O

詔
}

干
t

O

日
e
旬

-

勺
P

ユ
ひ

ー

∞

∞
叫
･

■▼

拝
.

C
0

0

冒
y
､

→
F
e

→

訂
○
→

y

O
㈹

→
り
P

臼
∽

匂
○

ユ
P

江
○

日
)

′

田

巳
t
-

臼
-

○
り
e

-

加
心

や

廿

r

≠

申

出
○
→

的
F
t

-

D
p
∽

､
く

巧
打
¢

F

謡
宅
e

器
ロ

､

㌣
巴
勺
N
←

g

-

∞
や

今
戸

W
e
-

O

F
苧
の
ー

○

臼

∵

U

琵

抄
ロ
p

ロ
N

邑
-

①

仁
β
P

各
已

巴
仲

■
W
e

琵
ロ

d
e
H

ヨ
O

n

b
H
ロ

e

ゴ

く
e
り

打
e

F
り
∽

臼
小

t

t

e
-

}

→
日

夏
H

T

的
e

日

-

∞

管
下

∵

P

C
O

F
ロ

〉

ヨ
巳
訂
口

巳
か

打
q
ロ

¢

日
小

町

n

b
仏

日
P

ロ
d

巴
仏

日
n
d

く
e

詩
e

F

詔
宅
針

昌
∽

(

呼
集
e

日

告
→

Z

邑
O

n

巴

宗
○

冒
･

邑
e

こ
H
I

･

監
し

}

警
き
t

笥
叶

t

}

∞

芦

解
詮
『

コ

ル

ソ

ン

氏

交
通
政

策
』

ヤ

『

鋳
造
講
義
骨
領
』

に

お

け
る

青
及
に

よ
っ

て
､

こ

れ

ら
の

大

部
分
(

ヴ

㌢

イ

ヒ

ス

グ
ロ

ン

と
ピ

サ

-

ル

に

つ

い

て

は

不

詳
)

が

参
照
さ

れ

た

こ

と

は
明

ら

か

で

あ

る
｡

た

だ
､

『

鋳
造
講
義
要
領
』

で

偲
､

さ

き

収

監
息

し

た

ラ

ー

下

ナ

ー

や
､

博
士
の

最
も

カ
を

法
. い

ガ

鋳
造
運

賃
論
に

つ

い

て

レ

ー

ル

(

P
e

F
→

〉

空
冷
日

訂
F

已
P
H

忠
司
e

謁
n

ロ

邑

巨
琵

各
P

ど
ー

･

2
0

日

づ
二
田
2

旨
.

-

∞

立
と

ウ

ル

リ

ァ

ヒ

(

吉
i

阜
じ

監

甲

■

ノ

払

e

n

訂
F
ロ

㌻

邑
弓
e
∽

e

ロ
1

哲
註
n
･

訂

骨
片

-

∞
00

e

を

も

参
考
と

し

た

か

ど

う
か

ほ

確
か

で

な

い
｡
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-5
(

X
U

か

よ

う
に

､

昔
時
の

候

米
に

お

い

て
､

八

十

年
代
か

ら

世
紀
の

持
回

期
に

か

け
て

､

新
し
い

交
通
手

段
に

つ

い

て

の

個
々

の

特

殊

研

究
潔

け
で

な

く
､

そ

の

包

括
的
憾
系
化
が

相
つ

い

で

行
わ

れ

た

と

い

う
こ
■
と

は
､

機
械
的

交
通
手

段
に

よ
っ

て

潜
ら

さ

れ

た

交
通

革
命

-
交
通
制
度
白
線
に

お

け
る

､

ま
た

そ

の

社
食
的
財

響
の

面
で

-
が

す
で

に

完
成
し
､

そ

の

理

論

的
全

面

把
捏
が

可

能
と

な
っ

て

い

た

こ

と

を

示

す
も
の

で

あ

る
｡

事
賓

､

主

要
な

欧
米
諸

国
■

で

は

す
で

に

年
世

紀
以
上

の

鋳
造
脛
皆
の

脛

験
を

も

ち
､

凡
そ

こ

の

世

紀
の

第
四

年
世
紀
の

う

ち
に

､

そ

れ

ぞ

れ

の

園
が

将
来
と

る
べ
.

き

鋳
造
制
度
や
政

策
の

基
本

線
が

固
増

り

つ

づ

あ
っ

た
｡

す

な

わ

ち
､

例
え

ば
､

イ

ギ

リ

ス

は
一

八
四

七

年
を

も
っ

て

建
設

時

代

を

経
え
､

一

八

大
つ

-
七

二

年
切

開
に

､

急
速
な

集
中
が

進

行

し
て

､

第
一

次

世
界
大

戦
後
の

法
的

讃
置
た

よ

る

四

大

鋳
造
ぺ

の

冶
併
以

前
の

系
列

化
が

大

腰
成
就
し

た
｡

そ

し
て

鋳
造
の

濁
占
に

激
す
る

国
民
の

苦
情
が

高
ま

る

に

つ

れ
て

､

こ

れ
へ

の

野
策
を

編

込
ん
だ

劃
期

的
な

立

法

河

邑
弓
㌢

y

呂
d

C

賀
巴

ゴ
P

訣
b

A
O
t

が
一

八
七

三

年
及
び
･一

八

八

八

年
に

出
さ

れ

た
｡
･

ま
た

大
陸
で

ほ

鋳
造
国
有
化
の

潮

流
が

強
ま
っ

て

い

溌
､

-
オ

ー

ス

ー

リ

ヤ

は

一

八

七

七

ヰ
固
有

戯
道
主

義
に

復
辟
し

､

七
三

年
ハ

ソ

ガ

㌢
-

も

交
㌧

■.通
･∵

鎗
二

･

国

有
化

を

賓
雄

､

イ

ク

リ

-

は
一

八

八

五

年
の

国
有
鋳

造
貸
下
の

失
敗
に

苦
い

経

験
を

な

め
つ

つ

あ
■
り

(

一

.
九

〇

五

年

国

営
に

復

辟
)

､

ロ

シ

ア

ほ
一

八

八
一

年
に

､

･
ベ

ル

ギ

ー

は
一

八
七

〇

年
に

､

ス

イ

入

は
一

九

〇
〇

年
に

そ

れ

ぞ

れ

国
有
主

義
を

と

り

又

は
こ

れ

に

復
韓
し

た
｡

･
北

米
合
衆
園
に

お

い

.て

ほ
､

自
由

蔑

季
の

維
持
を

そ

の

目

的
の

二
つ

に

も
つ

と

こ

ろ

の

Ⅰ

ロ
t

e

誌
ぜ

t

の

C
｡

日
2
e

3
e

A

注

が
一

八

八
七

毎
に

制
定
せ

ら

れ

た

が
､

却
っ

て

反

動
的
に

合

同

を

刺
戟
し

､
∵

→

八
九

八

年
以

後
顕

著
な

集

中

が

進

行

し
た

｡

.
こ

れ

ら
の

交
通
現

箕
を

直

接
の

知

悉
と

し
て

も
っ

て

開
博
士

は
日

本

へ

戻
っ

て

き

た

わ

け
で

あ

る
り

『

コ

■
ル

ソ

ン

氏
交
通
政

策
』

は

文

字

通
り

解
説
で

あ
っ

て
､

.

た

だ

解
説
者
の

専
門

領

域
で

あ

る

餞

道

に

つ

い

て

(

俊
二
ハ

牽
銭

遭

逓

送
､

第
七

草
鋳

造

項
率
)

｢

原

著
の

順
序
を

欒
更
し

他
の

参

考

書
に

依
り

た

る

も
の

少

な

か

ら

ず
+

と

い

う

程

度

の

加

筆
が

行

わ

れ

た
｡

｢

交
通

制
度
の

軽
碑
上
の

親
祭

英
国

民

経

痺
と

の

闘

係

及

運

賃
に

関
す

る

原

理
の

如

き

は

寧
ろ
コ

ー

ン

､

ク
エ

ー

ス

､

ザ

ッ

ク

ス

､

ノ

イ

マ

ン

諸

氏
の

著
述

に

於
て

参
考
す
べ

き

も
の

多

き

の

3 ∂白



･一

碍

翰
■
叢
･
第
三

十

四

番

第
四

磨

感
な

せ

を

得
+

(

序
文

､

〓
皿

貫
)

太

い

に

も

拘
ら

ず
､

紹
介
の

封

象
と

し
て

コ

ル

ソ

ン
▲

が

選
ぼ
れ

た

の

は
､

抜
術
者
出

身
の

原

著
者

が
､

そ

の

一

章
に
､

交
通
に

お

け
る

技
術
上

経

痺

と

の

閲

傾

を

取

扱
っ

た
､

他
に

僚
り

類
例
を

み

な
い

鮎

に

興

味
を

ひ

か

れ

た

た

め

に

も

よ

る
｡

そ

の

影

響
は

後
に

阿
部
高
卒
の
.
名

に

よ
っ

て

公

け

に

さ
■
れ

た

『

交
通
政

策
』

に

も
現

れ

七
い

驚

阿
部
萬
年

講
述

『

交
通
政

策
』

(

阜

訟
-

や
)

を
､

開
博
士

生

前
の

富
美
が

あ
っ

,

た

と

し
て

も
､

博
士
の

著
書
と

し
て

あ

げ

る

こ

と

ほ
､

厳
密
に

ほ

さ

し

び

か

え

る
べ

き
で

あ

ろ

う
｡

し

か

し
こ

れ

に

よ
っ

て
､

博
士
の

も
っ

て

い

た

交
通
政

策
論
の

内
容

を

窺
知
で

き

る
.
と

考
え

て

差
支
え

な
い

だ

ろ
■
ぅ

｡

第
】

編

線

論

第

〓
阜
′

交

通

第
一

節

交
通
及

交
通
横
田

第
二

節

交
通
の

襲
達
概
親

第
三

筋

交
通
襲
達
の

影
響

第
四

簡

凌
通
槻
閲
の

性
質
■

■
第
五

節

⊥
父
通

樺
開
こ

於
ケ

ル

技
術
卜

経
済
ト

′

閲
頗

虜
二

葦

交
通
政
策
概
論

.
第

一

筋

合
益
卜

私

笈
ト

′

衝
突
■

■

第
二

節

交
通
政
策
′

目

的
及

方
法

ノ

一

■

第
三

節

第
四

節

第
二

編

僑

論

策
】

華

道

第
一

節

第
二

節

第
二

草

城

■

第
一

節

第
二

節

第
三

節

第
四

簡

第
五

節

一 筆

第 第 第 第 第 軍 第 第 第 第
五 四 三 =ニ ー

九 八 七 大

簡 簡 簡 節 節 海 節 節 節 節

交
通
制
度
概
論

交
通
磯
鮒
J

経
常
童

儀

路道
路
及

道
路
制
度

道
路
使
用
働
及

其
維
持
費
用
′

負
授

･

箔
∵

戴
道
ノ

意

義
並
二

種

類

織
道
ノ

起
源
及

襲
達

･

.

重
要
諸
国
二

於
ケ
ル

鋳
造
及

繊
道
政

策

威
道
側
度
論

銭
道
三

於
ケ

≠

点

寧
卜

埼

占
及
之
二

封
ス

ル

政

策私
設

鋳
造
二

封
ス

ル

国
家
ノ

態
度

域
道
三

閲
ス

ル

立
法

鋳
造

賃
率
及
賃
率
政

策

電

気
繊
道
及

軽
便
銭
道

連十
九

世

紀
以
後
二

於
ケ
ル

海
運
ノ

準
達

海
蓮
業
′

性
質

′

落
選
政

策

商

措

海
路
蓮

河
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二

■
辞

′

､

簾
田

筆

内
南
水
路

(

節

用

な

し
)

第
五

葦

通

信
制
度
(

節

別
な

し
)

コ

ル

シ
ソ

の

解

詮
が
一

｢

交
通
政

策
+

の

義
隆
の

下
に

質
は

原

著

(

『

交
通
と

賃
率
』
)

の

内
容
に

従
っ

て

い

る

の

と

違
っ

て
､

こ

こ

で

は
､

胡

ら
か

に
､

｢

交
通
政

策
ハ

国
民

経
済
政

策
ノ

一

分

科
+

(

】

貫
)

と

し

て
､

大

髄

質
時
の

下

イ

ツ

交
通
政

策
論
の

饅
系
に

従

っ

て

叙
述
さ

れ

て

い

る
｡

そ

し
て

類

書
の

例
に

な

ら
っ

て
､

通
信

制
慶
ほ

と
り

上
げ

ら

れ

て

は
い

る

が
､

僅
か

な

紙
数
し
か

輿
え
ら

れ

て

い

た
い

｡

ま

た

著
者
の

得
意

七

す
る

鋳
造
論
に

最
む

カ
が

注

が

れ
､

こ

れ
に

較
べ

て

海
道

論

ほ

軽
く
取

扱
わ

れ

て

い

る
｡

開
博
士

が

交
通

部
門
で

東
京
高
商
に

お

い

て

櫓
督
し

た

の

は

鋳

造
論

で

あ
っ

た
｡

『

歯
道
講
義
要

領
』

は
､

そ

の

歯
朝
後
三

､

周

年

の

間
の

研

究
成
果
と

授
業
経

験
の

踪
合
と

考
え

ら
れ

る
｡

そ

し

て

こ

れ

が
､

交
通
畢
の

領
域
で

､

博
士
の

名
に

お

い

て

初

め
か

ら
モ

ノ

グ
ラ

フ

と

し
て

公

刊
さ

れ

た

唯
】

､

の

著
者
で

あ

る
｡

･
第

一

出

踊

緒

論

禽
一

章

織
道
の

概
念
並
に

種
類

第
二

章

鉄
道
.の
孝
達

概
観

･

第
三

草

繊
逆
襲
達
の

影
響

萄
四

華

鉄
道
の

経

済
上

の

本
質

■
.
宍

■漁

静

第
二

編

観
好
個
策

第

〓
早

鉄
道
に

関
す
る

公
共
囲
髄
の

職
分

第
二

寺

銭
道
制
度
･

第
三

葦

鉄
道
に

関
す
る

本
邦
の

法
規

第
三

編

繊
道
の

経

営

第
】

車

線

論

第
二

葦

優
遇
の

建
設

第
三

寺

銭
道
の

営
業

第
四

葦

運

賃

こ

れ

を

個
々

の

部
分
に

つ

い

て

詳
し

く

紹
介
し

許

償

す
る

こ

と

ほ

今
で

き

な

い

の

で

あ

る

が
､

二
言
に

し
て

い

え

ぽ
､

本

書
ほ

嘗

一

時
と

し
て

唯
一

の

科
挙
的
な

鋳
造
論
で

あ
っ

た

だ

け
で

な

く
､

今

日

で

も

使
い

方
に

よ
っ

て

な
お

十

分
の

利

用

慣

値
一
を

も
っ

て

い

る
｡

そ

し
て

特
に

注
意

し

た

い

の

は
､

本

書
に

お

け
る

三

編
へ

の

分
割
の

仕

方
で

あ

る
｡

今
日

ま
で

の

日

本

1
だ

け
で

は

な

い

が

ー
の

交
通
畢
の

根
本
的
な

映
隋
の

一

つ

は
､

明

確
な

方

捧
論

的

意
識
の

映
如
で

あ
う

た
｡

理

論
と

政

策
と

歴

史
と

が
､

揮
然

と

統

一

さ

れ

て

い

る

の

で

は

な

く
て

､

■
雑
然
と

混
合
し

て

い

る
｡

.
交
通

の

経
緯
理

論
と

経
営
理

論

と

が

無
差
別
に

合
侵
し

て

い

る
｡

交
通

別

の

脛
韓
畢
的
考
察
を

す
る

と
い

い

な

が

ら
､

そ

の

掠
っ

す

立
つ

脛

β



由

一

橋

静

叢

鐸
三

十

四

番

弟
四

壊

韓
畢
の

性
格
が

あ
･い

ま
■

い

で

あ

る
｡

そ

の

鮎

で
､

本

番
に

お

け

る

第
二

編
と

第
三

編
の
･
分
け

方
ほ

ほ
っ

き

り

し

て

い

る
｡

た

だ

第
一

編
絶
論
を

理

論

と

し
■

て

考
え

る

と

極
め

て

不

完
全
で

あ

り
､

そ

こ

ま

で

要
求
す
る

こ

と

は

ゆ

せ

す

ぎ
で

あ

ろ

う
｡

本

書
の

霊

獣
は

第

三

編
に

為

り
､

さ

き

の

二

編
を

そ

の

序
説
的

部
分
と

し
て

み

る

な

ヽ

ヽ

ち

ぽ
､

鋳
造
経
螢
論
と

し
て

の

性

格
が

は
っ

き

軒

七

て

ぺ
る

｡

｢

畢
生

を

し
て

鋳
造
経
皆
の

大
要
に

通

暁
せ

し
む
る

を

目

的

と
せ

り
+

(

序
､

】

貫
)

｡

問
題

は

邁

貸
を

経
営
論
■の

中
で

､

も

し

く
は

脛

螢
論
の

ヰ
だ

け

で

取

扱
う
こ

と
に

あ

る

と
み

ら

れ

る

か
.
も

知
れ

な

い
｡

勿
論

､

運

賃
は

一

の

債

格
と

し
て

､

ま

ず
交
通
癒
臍
理

論
の

封
象
た

る
ペ

き

む
の

で

あ

る
｡

し

か

し

そ

れ

は
､

蓬
っ

た

立

場
か

ら

蓬

賃
が

経
螢

論
の
一

部
を

な

す
こ

と

を

妨
げ

る

も
ゐ

で

恵
い

｡

『

鋳
造

講
義

要

領
』

に

お

lナ
る

運

賃
論

が
､

二

つ

の

立

場
を

裁
然
と

国
別
し
て

叙

逸
し
て
■い
る

わ

け
で

な

い

こ

と

は

香

定
で

音

ぬ
｡

し
か

し

経
営
畢

的

な

考
象
が

経
緯
理

論
的
分
析
に

立

脚
し

な

け
れ

ば
な

ら

な

い

以

上
､

雨
着
を

併
せ

論

ず
る

こ

と

が

事
箕
上

避
け

難
い

こ

と

は

認
め

･
な
■け
れ

ぼ

な

ら

な

い
｡

そ

し
て

こ

の

鋳
造
蓮

賃
論
こ

そ

開
交
通
畢

の

中
心

を

な

す
も
の

で

あ

?

て
､

こ

の

鮎

で

ほ
､

専

門

的

に

は

『

鋳
造
貨
物
特
別

賃
率

.
に

関
す
る

調
査
』

及

び

『

鋳
造
賃
率
論
』

の

方

漕
量
恵

労
作
で

あ

る
｡

ま

た

こ

の

専
門
知
識
を

む
つ

て
､

博
士

は

賢
餞
的

･

政

策
的
に

も

重

要

な

寄
輿

を

し

た

の

で

卦

っ

た
､

-
鋳
造

争
議
臨
時
請
負
(

大
正

十

四

年
)

､

鋳
造

蓮

賓

客

譲

合
嘉
警
貝

(

昭

和

八

年

以

降
)

｡

第
二

部

偉
統
と

反

省

一

束
京
高
商
に

お

い

て
､

鋳
道
と

並

ん

で

海
道

も

ま

た

早

く

講
述

せ

ら

れ

た

で

あ

ろ

う

と

推
測
さ

れ

る

の

で

あ

る

が
､

こ

れ

を

確
か

ー

砂

る
べ

き

資

料
を

わ

た

し

ほ
も
っ

て

い

な
い

｡

⊥

橋

講
壇
に

お

い

て
､

海
運

専
攻

者
の

手
に

よ
る

論

述
と

し
て

は
､

明

治

四

十

年
国

民

脛

臍
雑
誌
(

雰
三

食

啓
二

二
二

凍
)

.
に

現

れ

た

堀
光
亀
教
授
の

｢

海

l

蓮

協
同

論
+

■
が

最
初
の

も
の

で

な

か

ろ
､

ケ

か
｡

堀
教
授
(

-

00

謡
1

-

芸
○

)

一

･
椅
在
職
は

一

芸
N

-
-

巴
○

の

海
道
に

関
す
る

研

究
活

動
は

ヽ

ノ一ワ
】

明

治

町
十

年
に

始
ま
七

て
､

昭

和
五

年
に

終
っ

.
て

い

る

(

屠
干
の

例

外
を

除
い

て
)

｡
.

そ

の

著
書
は
左
の

通
り

で

あ

る
｡

霊
芸
濃
策
(

雛

纂
諾
鯛
)

明

治
四

十
四

年

海

運
(

東

京

高
等

商
業
拳
骨

講
義
銀
)

大
正

十
四

年

ぷ柁



′

海
運

(

商
業
全

集
夢
二

六

巷
)

昭

和
五

年

海
運

(

明

治

大

草
斡
旋
部

)

■

刊
行
年
不

明

(

1
)

こ

れ

よ

り

先
に

藤
本
幸
太

郎
､

海
運

に

関

す

る

】

新

著
(

紹

二

介
)

､

国

民

経

済
難
誌

葬
一

食

第

七

味
(

明

治
+

ニ

十

九

年
)

か

出
て

い

る
｡

(

2
)

詳
し

く

は

川

崎

操
編

､

東

京

商
科

大

草
六

十
大

教
授
文

麒
集
覧

(

昭

和

十
三

年
)

参
照

｡

右
の

う

ち
の

二

書
■

の

内
容
で

､

大

燈
の

傾
向
を

知

り

う

る
｡

海

道

及

落

道

政

策

海
道

(

明
治

大

草
出
版

部
)

第 第 第 第 第 第 第 第 第
九 八 七 大 五 四 三 二 一

軍 奉 賛 葦 軍 軍 事 章 章

海
蓮
の

襲

達

路
舶
論

海
路
蓮
河
論

商
港
論

海
蓮
粗
儲
論

海

連
合
同
論

海
蓮
同
盟
論

賠
革
連
絡
及
兼
営
論

海
運
政
策
論

第

一

第

二

第

≡

早 早 ･早

第 第 第 第 第 第

九 八 七 大 五 四

葦 葦 葦 葦 章 葦

変

速
､

静

89

第

十

茸

第
十

〓
早

第
十
二

孝

心

海

蓮
の

蒙
連

日

本
港
蓮
の

草
薙

給

舶

航

路
海
路
蓮
河

商
港

海

蓬
の

組

織
及

経
営

蓮
貸

賃
物
の

騎
積
及
引
渡

事

績

拾

荷
琵
券

傭
船
契
約

海
蓮
政
策

『

海
運

及

落

邁

政

策
』

の

第
二
･

三
･

四

章
､

『

海
道
』

の

第
三

-
六

章
は

､

海

運

脛
螢
に

お

け
る

労
働
手

段
を

取

扱
っ

た

も
の
′
で

あ

る

が
､

.
も

し

か

よ

う

な

叙
述
方
法
を

と
′

る

な

ら

ば
､

嘗
然

､

螢

働
カ

と

し
て

の

船
員
に

つ

い

て

の

一

章
を

加

え

る

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

そ

し
て

前
書
に

お

け
る

第
八

草
は

明
ら

か

に

経

営
上
の

問
題

で

あ

る

が
､

第
五

･

六
･

七

草
が

産
螢
論
と

し

て

か

叉

ほ

脛

臍
理

論
と

し
て

か

取

扱
方
が

あ

い

ま
■い

で

あ

る
､

-
尤
も

こ

の

鮎

ほ
､

‥

常
時
の

み

な

ら

ず
今
日

の

海

道
論

に

あ
い

で
Ⅷ

二

枚
的
で

あ

る

が
｡

そ

の

上
､

蓬

賃
に

関
す
る

叙
述

を

逸

し
て

い

る
､

こ

れ

を
､

昔
時
す
で

に

出
て

い

た
一

橋
出
の

日

本

郵

船
祀

貞
窪
川

眞
澄

『

海

上

遥

迭
』

(

明

治
三

十
九

年
)

や

同

年
刊
行
の

早
稲
田

大

串

傭

藤
冨

次

郎
『

海

運
論
』

(

明

治

四

十

四

年
)

に

較
べ

て
､

.

公

平
に

い

っ

て
､

特
に

優
れ

た

穿
作
と
い

う
こ

と

ほ

で

き

な

い
｡

殊
に

､

後
の

書

(

『

海

運
』

)

は
､

著
者
自
ら
い

う

よ

う
に

(

｢

吾

人

が

鎗
に

攻

究
せ

ん

と

す
る

所

は

商

業
車
と

し

て

ゐ
■
海
運
+

1
ニ

貫
)

海

運

経
営

論

を

金
団

し

た

も

の

で

あ

る

が
､

敢
終

章
に

お
■■
げ
る

海

運

政

策
が

経
営
の

立

場
か

ら
取

扱
･
わ

れ

て

い

る

と

は

み

え

な

い
■
だ

け

で

な

く
､

脛
螢
資
儲
と

し

て

は

窪
川

民
ら
の

箕
際
的

知

識
に

及

ぼ
ぬ

の

ほ

己

む

を

え

な
い

｡

憶
茶

化
の

射

で

も

『

鋳

汚
講
義
要
頗
』

.ど
の

βタ3

ヽ-
こ､



∵

餌

一

一

橋

論

叢

尊
皇

十

四

螢

多
田

鍵
.

比

較
の

結
果
ほ

瞭
戯
と

し
て

い

る
｡

〓

一

橋
交
通

攣
の

顔
流
は

､

か

よ

う
に

し
て

閲
･

堀
の

二

教
授
に

出
て

い
■
る

｡

こ

の

流
れ

が

ど
の

よ

う
促

進
み

決

ま
っ

て

行
っ

た

ヽ

0

.

"

〃

L

こ

れ

を

跡
づ

け
る

た

め

虹

は
､

一

橋
畢
園
で

育
て

ら

れ

た

交
通

畢
専
攻

者
の

す
べ

て

に

つ

い

て

そ

の

贋
作
む

検
討
し

な

け
れ

ぼ
な

ら

な
い

の

で

あ

る

が
､

わ

た

し

ほ

や
の

煩
に

堪
え

な

い

て
そ

こ

で

東
京
商

科
大

串
に

お

け

る

直

接
の

復
権
者
に

の

み

儀
定
し

ょ

う
｡

鋳
造
論
の

塘
嘗
老
は

渡
遽
大

輔
及

び

細
野
日

出

男
の

二

氏
で

あ

っ

た
｡

渡
遵
教
授
の

公

け
に

さ

れ

た

労

作
は

た

だ
一

つ
､

1

｢

鋳
造
特
定
貨
物
賃
率
の

研

究
+

(

商
畢
研

究
1

､

昭

和

七

年
)

｡

こ

れ

ほ
､

主

題
に

関
係
あ

る

主

要
文

献
･
の

殆

ど

す
べ

て

を

参
照

し
､

凡

ゆ
る

面
か

ら
こ

の

間

題
を

検

討
し

た

極
め

て

貴
重

な
､

持

績
的

債
値
を

も
つ

た

研

究
で

あ
っ

て
､

こ

秒

間
題
に

つ

い

て

㌢
+

れ

ほ

＼

ど

の

詳

細
な

分
析
は

内

外
と

も
忙

見
出
さ

れ

な
い

｡

そ

れ

ほ

正

し

く
闘
博
士
の

最
も

力

む

往
い

だ

遣

賃
論
の

一
極
く

一

部
分
で

.
あ

る

と

は
い

え

!
蟄
展
で

あ

る
｡

細
野

講
師
は

､

マ

ク

ス

･

ク

l

ー
バ

ー

の

小

わ

ゆ

る
.
の
t

O

彗
各
項

と

し

て
､

､

■
牲
倫

や

億
系
任
に

大
し
て

陳
心

を

も
た

ず
､

数
多
い

労
作
の

殆

ど

す
.べ

て

が

脛
螢
技

術
的

乃
至

は

制
度
的

問
題
に

限
ら

れ

て

い
■
る

｡

海

道

論
に
■

お

け
る

伊

坂

市
助

氏
(

単
行

本

と
し

て

は
『

列

国
現

行

海

蓮

造

船
敢

策
及

海
事
金

融

制
度
』

昭

和

四

年
､

『

英

層
船

主

事

情
』

溺

あ

る
)

も
､

海
運

業
の

箕
情
が

一

般
に

そ

う
さ

せ

る

よ

う
に

政

策
問
題
に

無

関
心
で

は

な

い

に

し
て

も
､

概
し
て

経
営
的

問
題
に

重

鮎

を

置

き
､

資

琵
的
研

究
に

優
れ

て

い

る
､

-
こ

の

面
で

｢

近

時
世

界

海
運

貿
易
の

数
量

的
考
察
+

(

商
草
餅

究
Ⅱ

昭

和

九

年
)

の

如

き

は

注

目

漑

催
す
る

｡

そ

し
て

こ

れ

ら
の

三

人
の

後
栂
者
達
は

､

閲
･

堀

の

先

輩
が

示

し

た

よ

う
な

鰹
系

化

-
尤
も

堀
教
授
■
に

つ

い

て

ほ

前
述
の

よ

う
に

問
題
は
あ

る

が

ー
ヘ

の

興
味
を

今

ま
で

の

と
こ

ろ

示

さ

な

か
っ

.
た

鮎
で

一

致
し
て

い

る
｡

そ

の

射
で

ほ

む

し

ろ
一

橋
出
で

拳
固
の

外
に

あ

る

研

究
者
に

業

績
が

あ
っ

た
､

-
例
え

ば

古

く
で

は

坂

本

陶
一

教
授
の

『

海
運
』

(

大
正

三

年
)

､

『

梅

蓮
政

策
』

(

大

正
四

年
)

､

『

都
市
及

電
気
鋳
造
』

(

大

正

四
年
)

､

比

較
的

■
近

時
に

は

石

津
進

教
授
の

『

梅

道

産
酵
研

究
』

(

昭

和

十

四

年
)

の

如

き
｡
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三

】

般
に

交
通
畢
の

領
域
で

は

今
ま
で

畢
演
的
倖
承
と
い

う
も
の

は

み

ら

れ

な

か
っ

た
｡

立

場
や

分
析
方
港
の

近

似

性
と
い

う

鮎
か

ら

ほ
､

下
イ

ツ

歴

史
演
経

緯
単
に

お

け
る

交
通
研

究

1
そ
れ

ら

は
み

な
､

交
通
手

段
蟄
達
の

融
合
的
諸
影
響
の

分
析
に

重

鮎
を

置

い

た

ー
ヤ

､

第
一

次
大

戦

後
の

ド

イ

ツ

で

起
っ

た

脛
螢
畢
的
交

通
研

究

事
十

日

監
P

莞
→

盲
.

▼
P
〉

宅
P

旨
告
ぎ

告
e
e

臼
∽

汁

哲
F

ロ.

f
t

詰
り

打
e

F
→

戸
口
白

河
〇.
E
P

日
0

(

G

岩
戸

守
訂
班

計
り

出
e

汀
訂

訂
貞

ユ
･

乱
臣

訂
巴
e

F
→
e

-

軍
忘
)
い

P
e

甘
i

粥

-

諾
∞

い

P

ヨ
岩

訂
→

一

〇
.

雷
已
F
2

㌻
･
√

旨
P

笥
1

も
e
り

¢

空
e

?

旨
か

冨
記
○

づ
e

弓
e

旨
e

F
り

(

¢

2
邑
→
i

設

計
小

出
e
t

ユ
e

訂
乏
当
訂

旨
巳

邑
e

F

ぷ
一
山

声
-

N
)

-

P
e
i

.

.
唱

i

粥

-

巴
○

こ
･

卜
2

ロ

望
-

の
り

)

当

琶
r 訂

-

旨
t

⑳

β

2
邑

.

¢

き
巧

認
許
?

耳

管
-

ぎ
戸

W
i

｡

三
溝
岩

-
を

;
の

グ

ル
■
-

プ

と

考
え

る

こ

と

は

で

き

る
｡

ま

卑
先
人
の

文
廠
的

遺
産
を

柄
取

し
､

交
通
瑞

賢
の

分
析
･

-
-

尤
も
こ

の

後
者
を

怠
ケ
､

.
異
国
の

地

盤
に

基
礎
を

も
つ

知

識
を

鵜
呑

み

に

す
る

こ

と
が

か

つ

て

の

日

本

交
通
単
身
秒

速

弊
で

あ
っ

た

一
に

基
い

て

認

哉
の

再

生
理

を

す
る

こ

と

は
､

雛
↓

私

行
っ

て

き

た

と

こ

ろ

で

あ

る
｡

こ

の

意
味
で

は

蟄
展

-

夷

沌

静

し
か

も
一

橋
拳
固
に

限
っ

て

み

れ

ぼ
こ

れ
す

ら
あ

っ

た

か

ど

う

か

疑
わ

し
い

-
が

あ
っ

た

と
い

え
.
る

か

も
し

れ

な

い
｡

た

だ
､

理

論
的

系

譜
の

展
開
を

わ

た

し

た

ち

は
み

る

こ

と

が

出
奔

な
い

の

で

あ

る
｡

思

う
に

､

そ

れ

ほ
こ

七

草
間
領

墟
に

お

け

る

確
固

た

る

方

法

論
の

■
映
如
に

由

る
｡

経

痺
撃
と

し
て

の

交
通
論
な

の

か
､

経
螢

′

畢
と

し
.

て

の

交
通
論

な
の

か
､

研

究
者
白
む

が

あ
■
い

ま
い

夜
の

で

･
あ

る
｡

･

こ

の

艶
･
で

一

橋
交
通
畢
は

首
尾

一

貫
し

て

い

る

よ

う

に

み

え

ヽ

ヽ

る
｡

そ

れ

ほ

常
に

､

(

一

般
)

交
通
論
で

な

く
し

て

商

業
■
畢
の

う

ち

の

(

又

ほ
商

畢
部
と

し

て

の
一)

鋳
造
論
で

あ

り

海
運
諭
で

あ
っ

た
｡

商

業
と

交
通
と
の

直
別
は

､

今
日

す
で

に
.

わ

た

し

た

ち
に

と
っ

て

常
識
化

し
て

い

る

が
､

か

り

に

ー
こ

れ

に

ほ
叉

議
論
が

あ

渇

か

も

し
れ

な

い

が

ー
･

商

業
を

経
営
と

入

れ

か

え
る

と

す
る

と
､

闘

博
士
の

立

場

-
堀
教
授
の

場
合
ほ

ほ
っ

き

り

規
定
で

き

な

い

卜

-
は

､

少

く
と

も

『

鉾
道

講
義
要
領
』

に

現

れ

た
一

橋
で

の

講
義

に

お

い

て
､

経
営
畢
的
な
そ

れ

で

あ

る
｡

一

橋
交
通
単
に

偉
統
が

あ

り

と

す
れ

ば
､

こ

の

鮎
で

あ

ろ

う
｡

そ

し

て

凝

ど

す
べ

て

の
一

橋
出

身
交
通
単
著
は
こ

の

痔
疾
の

1
-
自
ら

明

確
に

意

識
し
な

い

に

せ

よ
､

ま
た

方
法

的

な

混
乱
か

ら

免
れ

な

い

に

し

ろ

-
息
賓

3 ∂β
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､
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. れ

､

セ 規‾ う 督 奉
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､

賃 か 尊 者 ニ
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･墓
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三
■

当
第
四

凍

胡

確
に

意

識
し
て

い

た

論
で

あ

る
｡

と

こ

ろ

み

で

存
在
す
る

の

で

は

交
錯
に

お

い

て
｢

い

い

と

し
て

､

存
在
す
る
■｡

明

ら

か

に

し

よ

う

と

す

か

ら

費
足

し
な

け
れ

ぼ

経
営
畢

も

前
者
の

知

識

の

交
通
研

究
や

､

ザ
.ブ

で

ほ

勿
論
な
い

が

一

に

あ

る
｡

こ

の

射
で

､

韓
畢
の

動
向
に

少

な
か

を

わ

た

し

は

個
人

的

接

畢
上
の

文
献
の

み

に

依

入

れ

た

形

跡

を

示
さ

な

い

る
｡

そ

し
て

同

じ

不

満
は

､

産
螢
畢
的
変
通
論

を

専
攻

し
て

き
た

研

究
者
た

ち
▼

が
､

脛

螢
畢
プ

ロ

パ

ー

畝

傍
域
に

お

け

る

諸

成

果
の

撒

取
に

つ

い

て

殆

ど

無
閲
心
で

あ
っ

た

よ

う
に

み

え

る

こ

と
に

つ

い

て

も
､

感
ぜ

ち
れ

る

の

で

あ

る
｡

と
,
も

あ

れ
､

一

般
経
緯
畢
を

無

税

し

た

経

営

畢

は
｢

畢
な
る

経
営
技
術
論
以

上

に

出

る

こ

と

が
で

き

潅

い
｡

尤
も

′

そ

れ

は

そ

れ

と

し
て

存
在
理

由
む

も
つ

の

で

は

あ
る

が
､

そ

れ

だ

け
に

蟄
言
樺
の

制
限
を

眉
覚
す
べ

き

で

あ

る
｡

ヽ

ヽ

‥
東

京
帝
国

大

串
や

中

央
大

串
等
に

お

い

て

交
通
政

策
･
(

交
通
澄

臍
畢
或
い

堕
父

通

産
痺
畢
及

び

交
通
政

策
と

い

わ

な

い

と

こ

ろ

に
､

常
時
の

串

間
的

成
熟
度
と

日

本
資
本

主

義
の

要
求
が

表
現

さ

れ

七
い

る
)

が

講
ぜ

ら

れ

て

い

る

の

に

勤
し

､

商

業
畢
と

し
て

町

鋳
造
論

や

海

道

論
の

講
座
が

設
け

ら

れ

た

と
こ

ろ
に

､

一

橋
畢
園

の

性

格
が

は
っ

き

り

と

現

れ

て

い

る

の
一
で

あ

る
｡

こ

れ

が

後
に

な

っ

て

社

食
料

率
大

串
の

理

想
が

掲
げ

ら

れ

る

に

及
び

､

矛

盾
と

し

て

露
呈
さ

れ

て

き

た
｡

そ

し

て

こ
■
の

矛

盾
が

解
か

れ

な

い

ま

ま

帝

二

次

大

戟
の

終
末
ま
で

き

た

の

で

あ

る
｡

(

一

橋
大

畢
教
授
〕

･
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